



NA TURRECHT UND POSITIVES RECHT 
(1) 




















在する. ... J (Rudolph von Jhering， Der Kampf 




法」つまり実定法 (positivelaw. positives Recht， 
droit positif)であり，後者は「当為としての法」つま























る法)のヒi乙p 自然 (Nature)にもとづく， 時間と場
所を超えた，普遍妥当性をもっ，あるいは先験的(アプ
リオリ)な「在るべき法」としての自然法が想定されて














































自然法 「自然 (Natur)Jと「法 (Recht)Jの二つ
の語句の合成により自然法 (Na turrecht)を意味づけて
いるとされる.自然法(physeidikaion)は最初ギリシア












































































代前期)の ζとである. それはク.ロティウス (Hugo
Grotius 1583 -1645) にはじまり，プーフエンドルフ























































































ドロス (Alfred Verdross) イタリア出身で英米の学
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